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遠い昔から、人々は伊豆半島やその周辺で採られる石材を様々なものに使用してきました。
やがて、これら多種多様な石材は、総称して「伊豆石」と呼ばれるようになりました。
そう遠くない昔の人々にとって、伊豆半島の石材は「南から来た火山の贈りもの」でした。
しかし現代、大切に紡がれてきた「伊豆石産業史」は忘却されて久しく、伊豆半島の観光政策・
文化財政策・地域教育は「伊豆石を説明できない課題」に直面しています。
「伊豆石は江戸城の石・お台場にも使われた」という説明で満足してしまっていませんか？
伊豆石産業は、近世にはお城のみならず伊豆半島地域に限らない人々の生活を支え、
近代には日本の命運をかけ、首都圏を巻き込んだ壮大なドラマを巻き起こしていました。
学術研究によって明らかになってきた「伊豆石産業史100年目の真実」をお話しします。
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